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附属幼稚園



１ 附属幼稚園の現況 

(１) 学校名 

大阪教育大学附属幼稚園 

 

(２) 所在地 

大阪府大阪市平野区流町２－１－７９ 

 

(３) 学級数・収容定員 

６級(１学年２学級) 収容定員１５０人 (１学級３０人 ただし３歳児は１６人と１４人) 

 

(４) 幼児・児童・生徒数 

１４２人 (男児６４人 女児７８人) 

 

(５) 教職員数 

園長(併任) １人、副園長 １人、主幹教諭 １人、教諭 ６人、養護教諭 １人、非常勤講師 ２人 

事務職員 １人、臨時用務員 １人、スクールカウンセラー １人 

栄養士 １人、調理員 １人 

 

２ 附属幼稚園の特徴 

豊かな自然環境の中で身近な人々とのあたたかい触れ合いや、生き物たちとの日々の関わりを通して、や

さしく、あたたかく、思いやる心が育つことを願っている。 

幼稚園生活の主人公は幼児であり、幼児の思いや願いを大切にした生活を心掛けている。幼児は遊びを通

して様々なことを学んでいる。遊びこそが幼児の生活そのものであり、今日の幼児の姿から明日の生活がつ

くり出されていく。常に幼児の今の姿を出発点として、個々の育ちや発達の状況、その時期にふさわしい遊

び(生活)が展開されていくよう、努めている。 

また、昭和２３年より保護者手作り給食を実施しており、約７０年間にわたって受け継がれている。子ども

たちに手作りの温かいものを食べさせてあげたいという願いと共に、食の安全や衛生、アレルギー対応など、

時代の変化に応じた給食作りを目指している。 

 

３ 附属幼稚園の役割 

（１）学校教育法に基づく幼稚園教育を行う。 

（２）幼稚園教育の理論と実践に関する研究を行う。 

（３）本学学生の教育実習を行い、その指導を行う。 

（４）地域社会における幼児教育の振興に寄与する。 

 

 

 

 



４ 附属幼稚園の学校教育目標 

「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

○ ３歳児・・・喜んで幼稚園へ来る子ども 

生後わずか３年しかたっていない子どもであるが、一人の人間としてすばらしい力をも

ち、一人一人がその子らしさを秘めている時期である。この１年をゆったりと大好きな先

生に寄り添い、自分の好きな遊びに没頭し、明日も大好きな幼稚園に行こうと思うこと

が、これからの保育年限における健やかな育ちを期待する上で何よりも大切なことである

と考える。 

○ ４歳児・・・友達を見つけて、幼稚園の生活を楽しむ子ども 

友達の存在に心を揺り動かし、幼稚園では「いろいろな友達がいる」「一人より友達と

一緒の生活が楽しい」「友達と関わり合って育つ」等の体験をしながら、幼稚園生活の楽

しさを味わい、思う存分遊ぶ子どもに育つことを願っている。 

○ ５歳児・・・友達と心を通わせ、様々な生活に熱中する子ども                         

心身ともにたくましく、知的好奇心もぐんと増す時期である。試行錯誤を繰り返しなが

ら全力で幼稚園の様々な生活に熱中し、一人でも、みんなとでも「やったね」という成就感

を味わい、友達と力を合わせて楽しい園生活をつくり出す子どもに育つことを願っている。 

 

 

５ 附属幼稚園の学校教育計画 

１ 保育の質を向上するための研究活動の実施 

   研究テーマ「自分のよさや可能性に気付く保育の在り方を探る」 

 

２ 安全・安心な園づくり 

 

３ 開かれた園組織運営 

 

４ 教育実習の指導充実 

 



６ 附属幼稚園の令和５年度 重点目標(評価項目)・具体的な取組内容(評価指標)・評価結果           評価の基準 

 自己評価 学校関係者評価 

 Ａ 高いレベルで達成できた Ａ とても適切である 

Ｂ 達成できた Ｂ おおむね適切である 

Ｃ 一部達成できなかった Ｃ あまり適切でない 

Ｄ ほとんど達成できなかった Ｄ 適切でない 

 Ｅ 判定できない 

 

学校教育目標 「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

学校教育計画 １ 保育の質を向上するための研究活動の実施   研究テーマ「自分のよさや可能性に気付く保育の在り方を探る」 

 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・一人一人のよさや可

能性に気付く姿を捉

える。 

 

 

 

・事例検討会や園内研

修会を通して、一人

一人のよさや可能

性に気付く姿を捉

える。 

 

・大学の教員や幼児教

育関係者と連携す

る。 

・園内研や事例検討会で幼児自

身が自分のよさや可能性をど

のように感じ取ったり、気付

いたりしているのか、またそ

の姿がどのように変化・変容

していくのかを探った。すぐ

に「気付く」ことは難しくて

も、対象や他者との対話の中

で自分らしさを表現しなが

ら、自分のよさや可能性を感

じるところから始まり、それ

らが積み重なり気付きにつな

がっていくのだと捉えること

ができた。 

 

・人数制限を行わず対面で発表

することができた。多くの参

会者から意見をいただき、有

意義な保育研究会であった。 

・幼児の姿を一日の中で見る

のではなく、数カ月に渡

り、遊びや生活のいろいろ

な姿を見てくようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・保育を見ていただいて大勢

で語る会ができたことはよ

かった。次年度も継続して

いきたい。 

B 

 

・研究会でたくさんの方

に参加していただけた

ことはよかった。参加し

て一日だけを切り取っ

て研究を理解すること

は難しいので、担任の先

生から経過を説明して

もらうことによって、研

究への理解が深まるの

ではないか。 

・研究については園だよ

りや保護者の集まりの

時などに説明する機会

をもつことで、保護者へ

も理解を深めることに

なるのではないか。 

 

 

A 

・研究発表会については継

続して行い、本園の研究

の成果を発信していく必

要がある。 

・研究だよりが今年度は発

行できなかったので、次

年度は研究だよりの発行

やポスターの掲示など、

保護者へも研究の成果を

発信していきたい。 

 

 

 

 

 

 



 

学校教育目標 「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

学校教育計画 ２ 安全・安心な園づくり 

 

 
 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・教職員の安全に関す

る意識を高め、安

全・安心な園づくり

に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・避難訓練など安全に

関する取り組みにつ

いては事前、事後の

話し合いを密にす

る。 

・警察、消防等関係

機関とも連携を図

り、教職員の意識

を高める。 

 

 

 

・避難訓練の反省などはできるだ

けその日のうちに行い、次の日

の生活にいきるようにした。ま

た、日々の生活の中でヒヤリハ

ットが起きた時はすぐに共通理

解できるようにした。そのこと

により教職員の安全に関する意

識は高まった。 

・避難訓練、防犯教室、交通安

全教室、防災体験会の折には

できる限り警察や消防の方に

きていただき、指導していた

だくようにした。 

・全体的な教職員の意識は高

まったと思われるが、一人

一人により、意識の持ち方

に差があるように思う。全

体で共通理解する機会をさ

らにもち、園全体で安全に

関する意識を高めていく必

要がある。 

 

 

・日頃から警察や消防と連携

することにより、有事に連

携がもちやすくなると思わ

れる。これまでの連携を継

続しながら、さらに連携を

深めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

・教職員一人一人の意識

の持ち方は、各々が自分

事として考えられるよ

うにしていかなければ

ならないと考える。 

・保護者アンケートの結

果からも、安全を守る意

識の高さは保護者に理

解されていると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

A 

・保護者アンケートの結果

に奢ることなく、これか

らも安全に対する教職員

の意識を高めていきた

い。 

・警察、消防だけでなく区

役所など関係機関とのさ

らなる連携を深めていき

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

学校教育目標 「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

学校教育計画 ３ 開かれた園組織運営 

 
 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・保護者との連携を密

にし、園運営への参

画の意識を高めても

らう。 

 

 

 

 

 

・保護者が保育参画

していける機会を

増やし、保護者同

士のつながりも深

められるようにす

る。 

 

・コロナが5類になったこと

で、保育参加やPTAクラブ活

動、委員会活動が活発に行わ

れた。また、給食当番はでき

るだけ異年齢で行えるように

工夫した。そのことにより、

学年を超えて保護者同士が交

流することにつながった。 

・学年を超えた保護者同士の話

し合いができることで、幼稚

園の教育方針に対する理解も

深まり、保護者が園運営にか

かわろうという意識に変わっ

ていった。 

 

・働く保護者も増えてきたこ

とにより、園行事、PTA活

動に参加する保護者の方が

固定化しつつある。保護者

の方でもそれを課題に感じ

ているので、次年度はPTA

活動もなるべく年間行事に

で早くに知らせ、参加しや

すいようにしていきたい。 

 

A 

・共働きの家庭が増えて

いることにより、PTA

活動には参加しにくく

なっている。しかし、

参加することにより保

護者同士のつながりが

できる。子どもも巻き

込んだ内容にするなど

の工夫が必要ではない

か。参加していただく

ことによって教育内容

を理解していただくこ

とにつながる。 

・父親の力も大きい。も

っと、活動の中に父親

の力が発揮できるよう

にしてはどうか。 

A 

・PTAの活動日をできるだ

け早く知らせるなどの工

夫をしたり、「いつでも 

どこでも どなたでも」

の精神を保護者にしっか

り伝えていくようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校教育目標 「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

学校教育計画 ４ 教育実習の指導充実 
 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・学びの深い教育実習

の在り方を探る。 

 

 

・実習ノートの記入方

法について検討し、

実習生がゆとりをも

って実習に臨めるよ

うにする。 

 

 

 

・事前に配当クラスを

知らせ、実習準備を入

念に行えるようにす

る。 

・実習ノートの記入にパソコン

を使用してもよいこととし

た。ICTを活用することで、

実習ノート記入の時間が短縮

でき、その分、実習生がゆと

りをもって実習に臨めるよう

になった。 

 

・事前に配当クラスを知らせる

ことにより、実習生自身は事

前準備ができたと感じている

ことがアンケート結果から読

み取れる。しかし、教員と感

じ方に差があった。 

・実習ノートのパソコン使用

については課題もあるが、

継続して行うことで改善さ

れることもあると思われ

る。数年実施を継続して改

善点を探ることが必要であ

る。 

 

・担当クラスが分かっても実

際にクラスの子どもを目の

前にしないと、保育を計画

しにくいところも大きい。

配当クラスを事前に知るこ

とは、実習に臨むにあたっ

ての実習生の安心感にはつ

ながっているようである

が、実際の保育に生きると

ころに至っていない。事前

のオリエンテーションの折

などの伝え方も工夫してい

きたい。 

Ｂ 

・実習生は担当の学年を聞

いても、各年齢の姿が分

かっていないのではない

か。 

・最近の学生は漢字をよく

間違う。パソコンを利用

することは、実習生のゆ

とりに繋がればいいが、

基礎学力を身につけにく

くなるかも知れない。 

・実習生にはやりがいのあ

る仕事であることを、ぜ

ひ伝えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・各年齢の幼児の姿につい

ては、オリエンテーショ

ンの時などにしっかり伝

えていき、担当学年の幼

児の姿がイメージでき、

事前準備を行えるように

していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


